


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































改築及 び 屋 根 替 の 強
行が、
座方に対す







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ の 順 序 で 年 侍 に 当 番 町 が ま わ る か ら
五年
に一度












で 寄 合 っ
て
富裕な家を選出するが、
で き る だ け 特 定 の 家 々
にか































































若 い 頃 、
小野
神社宮

















左義長作り焚 物 作 り祈年祭餅拐さ祈年祭米か
し






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































何 シ 其 財 源 ハ 共 有 地 ノ 収 益 金 、





















































川一 シ 乗 手 給 料 ハ 村 持 ノ 事
一、
御 供 ハ 上 六 人 ノ 名 義 ヲ 以 テ 出 ス 事
















































































で あ る 。




















































































































かわり役引記念祝 ♂ が 州 ら れ て い る 。
そして、









































こ の藤原本家は背の庄 屋 で 、
か
な




















こ の う ち 三
つはある一本家









こ の 株 は 一 応 、
先の一本家の家怖を中心に、
多 く の 姻 戚 関 係 で ま と ま っ て い る と み る こ と







も う 一 一 什ノ は 不 明 確 で あ る 。
藤原
姓二一戸も
本 分 家 関 係
であ
る 。




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































藤 原 姓 の 一 戸 と 姻 戚 関 係 。



































































































































































































































































































































































































































































































































どうやら南深清水に新移入者が急噌したらしい事実があることが判る。( 写 真 B M お 参 照 ) そ し て 次 に 記 帳 が 新 ら し くなる
明治二十年(一













と も 祝 言 直 料 は 七 十
五銭


























言 直 料 二 百 円 に 対 し 、






そ し て 明 治 中 期 に は 、
そ う し た 傾 向 は 一 応 お
さまっているので、






応 し て の こ と だ ろ う と 考 え ら れ る 。
それ以後も少し
ずつ













































































そ の 時 期 が
明 治 末 な の は 、
川川と関係があ
るのか、
一 つ の 問 題 で あ る が 、




か ら も 、
正に妥当であるといえる。
(6)本年(昭和問十六年〉の役引人ば、
前 掲 の ほ 代 の 筆 引 に
ある
























































形 式 上 、
役引にし



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1% J I [ 種本辻藤井田中
分、二
)tノKJ I [ 
種本






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































花笠 附 と 云 う 民 俗
行事が催される。






























































年間は純一十の階 梯 に あ る が 、
十年後に大神事当審、
すなわちオコナイの当家
づと め を す る 。
花餅つくりの
一切を賄うから相当な経







賄 え た 。
当 家 に な る と 純 下 を 動 員 し 、
また自分の
近 い 親 類 の 援 け を も と め て
花餅つくりの体制をととのえる||乙の組織は後述する集福寺とほぼ同絞υか く て 当 家 を 処 一山苧 つ と め お え る と 、
オコナイの儀礼的ステイタスを十分に獲











































































そ の 重 要 性 ・ 親 し さ の
順 で い う と 、
①本分家関係、
② 当 主 の母の生家、
当主一 が 簿 花 子 な ら そ の 生 家 、
宮庄の社会人類学的制査E






























が 風 間 の 上 り
だ け で は
座の経
済的運営に不十分なために積立










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































A- l 北小松 樹下神社
A- 2 元禄 2 年 l乙作 ら れ た 帳箱
A- 3 A- 2 の 内 書 き
A- 4 寛文元年 (1661) の 社領並び に座組図
A- 5 正徳 5 年 (1714) の社殿配置 図 A- 6 寛文 4 年 (1664) の 御 宮諸受帳
A- 8 A- 6 の記哉
A- 9 A- 6 の記我
A-I0 寛政期 の勘定帳記載
A-ll 文政期 の 勘定帳記載
A-12 安政期 の勘定帳記載
A-13 明 治14年 御宮様上葺記載簿
A-14 A-13の 内 容
A-15 A-13の 内 容
A-18 A-13の 内 容
A-20 A-19の 内 容
A-19 明 治 2 年 御宮諸勘定控帳
A-21 明 治14年の記裁
A-22 A-21の つ づ き
A-24 A-23の 内 容
A-23 明 治17年 氏神 年 々 諸費認帳
A-25 A-23の 内 容
A-26 明 治29年 村社経費支払簿
A-27 A-26の 内 容
A-28 A-26 の 内 容
B- 3 向上， 境 内 の湯立場の
B- 5 B- 4 の記載
B- 6 向上
B- 4  明治41年夏居祭礼， 米 出 し
人名 並び諸費計算幌
B- 7 昭和20年の夏居人名 表
納入金が長男 は 2 円 ， 次三
男 は 1 円 と な っ て い る
B- 8 B- 7 1r同 じ
B- 9  昭和22年の夏居米 出 名 簿，
夏居田小作料の記載あ り ，
ま た， 納入金の長男 と 次三




B-12 向 上 貞享元年 (1684) の記載
B-13 同 上 元禄 3 年 (1690) の記哉
B-l1 延宝 7 年 (1679) 烏帽子冠頭
人名 帳
B-14 B-l1の延享 3 年~寛延 2年
(1746-49) の記載
B-16 B-15の記載
B-17 B-15の大正 9 年の記載
B-15 明 治41年 烏帽子冠頭年代簿




B-25 最近の役 引 人名 記録
B-27 B-26の記載 内 容
B-26 文政 3 年 (1820) の祝言直
料年代記帳
B-30 B-26の天保 3 年
(1832) の記載
B-29 B一281乙つ づ く
B-31 B-----，26の 弘化 2 年
(1845) の記載
B-33 明 治 3 年の足洗の記載
B-34 同 じ く 明 治 8 年の記載





B-36 明治20年 (1887) の祝言直料年
代記帳
B-39 B-36の大正 8， 9 年 (1919-20) の記載
B-40 昭和28-30年の祝言年代記録




C- 4 神 占 の木桶 と キ リ
C- 5 同 じ く 木札
C- 7  C- 6 の記載
C- 8 C- 6 の記載
C-I0 昭和23年改正の新規約書
と の場合は立替期 よ り 3 年
ほ ど早 い が， 戦後の 社会変
化 lと対応す る た め に改正 さ
れた
C- 9 C- 6 の記戟
C-ll C-I0の記載
C-13 後当 家が用 い る 蒸米用 の飯盛木型
C-15 .C-14の記載
C-14 現在使用 中 の神事神 占帳
C-16 C-14の記載
C-17 前 に つ づ く
C-18 前 に つ づ く
C-19 大正中期 の 当家 の神事 国 に つ い て の記事
C-20 前 に つ づ く 大正 8 年の総会で 改正 さ れた 掛米 の記事
D- l  大浦の八幡神社
D- 2 大正15年の神行会法則
D- 3  D- 2 の記載
D- 4 D- 3 につづ く
D- 5 前につづ く
D- 6 D- 2 の 昭和 3， 4 年の記載
D� 7 D� 2 の 昭和 5， 6 年の記載
D� 8 最近の記載
